





















象地域は 1889 年の町村制の実施によって山野村となり、1954 年には町村合併により









うな三世代に区分して議論を進める。1919 年から 1950 年生まれの 55 歳以上の者を「第
一世代」、1955 年から 1978 年生まれの 30 歳から 54 歳までの者を「第二世代」、1985
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よく遊んだ場所 よく遊んだ遊び 遊んだ仲間 
















































































































































































冬の行事としては毎年 1 月 14 日に左義長があり、夜は水田で書初めを燃やした。そし










































































































































(3)第 3 世代の遊び空間 




























































































































普通車 自動三輪 軽自動車 
オートバ
イ 
1965 3 30 206 13 227 1234
1966 5 35 453 10 299 2193
1967 7 37 661 10 414 2544
1968 9 48 733 7 451 2725
1969 9 52 748 6 554 2925
井波町史により作成   
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